
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

   

 
  

 

 

 

 

  

 

 

 
 

・ビオサイクルセンターは、約５６０㎡の R軽量鉄骨

建で、側面がスケルトン（透明）と言う特殊な建物

です。 

・建物内にはゴミ処理設備・堆肥製造設備・液肥製

造設備・微生物培養設備・集中管理事務所が一体

的に整備され、電力を地産地消する環境にも配慮

した建物です。 

・６月２６日には北中城村議員も視察に来られ、施設

の有効活用や防災・教育への連携などの開業後に

向けた活発な意見交換が行われました。 

・8 月からは各種設備や機器の搬入設置を開始し、

１０月頃からの試験稼働を目指します。 

・電気は、村内から排出される生ごみを活用して発

電して事業区域内で利用し、停電時も施設運用を

停止する事がないよう整備しております。 

・また、堆肥や液肥の活用方法について、ご意見を

募集しています。 

 
・第一段階事業者の株式会社EM研究機構により、工事が進められてい

ます。 

・中央のビオサイクルセンターでは、バイオガス発電を行うとともに発電後

の排出物を活用し、堆肥や液肥などの副産物へリサイクルし、村の有機

農業の推進に役立てる計画です。 

・本事業では、食・農・エネルギーの地産地消を進め、持続可能な村づくり

を行っていきます。 

ビオサイクルセンター（第一段階の事業）とは？ 

【健康・福祉の里プロジェクトとは】 

〇農を中心とした「食・育・観・住」連携による健康・福

祉の里づくりとして４つのテーマに関する取り組

みを段階的に進めることで「北中城みらいづくり」

の実現を目指します。 

〇具体的な施設整備等は、４つのテーマに基づき、

６段階に分けて進めていきます。 

〇現在、第一～第三段階の事業者が決まり、第一

段階は、施設整備が進んでいます(以下写真)。 

かわら版 第２号 

■本事業で達成すべき４つのテーマ 

1) 村農産物やエネルギーの地産地消/６次産業化商品 

2) 農を活かした心身の健康増進 

3) 村内外に北中城の魅力を伝える観光・体験型の場 

4) 農を中心とした人と人との交流ある村での暮らし 

ビオサイクルセンター（第一段階の事業）の建物がまもなく完成します！ 

第六段階整備(西側) 

第二段階整備 

第一段階整備 

第四段階整備 

第六段階整備(東側） 

第三段階整備 第五段階整備 

ビオサイクルセンター外観 ビオサイクルセンター内部 

第一段階整備配置図 北中城村議員の現場視察 
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令和６年７月時点 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・隣接する沖縄三育小学校では、教育の一

貫である「三育タイム」の中で、学童農園

体験や環境学習について学ぶプログラム

がＥＭ研究機構によって実施されていま

す。 

・第一段階事業地内には農業を学ぶ為の

学童農園が整備され、子どもたちは農薬

や化学肥料を使用しない有機農業を安

心して安全な環境で学んでいます。 

・また、環境学習においては専門的な知識

を有する職員を派遣し、「微生物」や「バイ

オガス発電の仕組み」などの講義を全校

生徒に実施しており、保護者様から好評

をいただいております。 

【もっと知りたい方へ】 

・令和６年 1月 16日（火）より、村役場のホー

ムページで「農を活かした健康福祉の里づく

り事業」の紹介が始まっています。 

・「事業概要」からは、第一～第六段階の詳し

い計画を知ることができます。 

教育との連携は今年度から始まっています。学童農園で三育小学校の子ども達が学んでいます。 

 

・日本初となる電力地産地消型の一体型施設は全国的にも注

目されています。 

・先進地ということで、既に自治体や国内外の関係者ら５カ国

１１都道府県から約５００名の視察者が村を訪れています。 

・特に食品残渣で発電と堆肥・液肥ができ、ゼロウェイストとす

る点は、循環型社会に向けて画期的な設備との意見をいた

だいています。 

・今後も世界に向けて情報発信を行う予定です。 

視察団が来村しています！ 

 
・食品残渣が搬入されると、まず破砕別設備で

スムージー状にし、発酵層でメタンガスを生

成します。このガスを利用して電力を作り出し

ます。 

・その際に処理物として発生する消化液を、微

生物を活用して液肥と堆肥にリサイクルしま

す。これまでバイオガス発電の欠点であった

消化液を活用できる画期的なシステムです。 

これから搬入される発電設備やプラントの紹介 

【村からのお知らせ】 

・第一～三段階は、事業者により検討が進められていま

す。村としては、第四～六段階についても、地権者のみ

なさまの意見を聞きながら、本事業を進めたいと考えて

おります。 

・地権者の皆さまには、アンケート等にご協力いただける

ようお願いいたします。 

出典・参考：沖縄三育小学校ホームページ 

社会見学（工場現場） 

学童農園 環境学習 

有機農業体験（植付け） 


